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　今年は暖冬との予報でしたが、寒い日が続いて
いますね。
　冬季は肌荒れや皮膚炎の多い季節です。特にし
もやけやあかぎれは寒いときにできる代表的な皮
膚疾患です。どちらも寒さが原因ですが、どこが違
うのでしょうか？

しもやけ（凍瘡）
　皮膚の血管は外気温によって拡張や収縮をして
皮膚から体の熱の放散を調節しています。しかし、
周囲の温度環境が頻繁に変化したり急激に変化
したりすると調節がうまくいかなくなって、皮膚温
が下がり皮膚の炎症（発赤・腫脹）を起こします。こ
れがしもやけです。
　発生部位は、寒さにさらされたり、冷えたりする
部位、つまり手、足、耳たぶ、鼻の頭、頬、顎などで
す。特に手洗いや洗顔の後、水分の拭き取りが悪
いと、残った水分が蒸発して皮膚温が急激に低下
してしもやけになる場合が多くあります。症状は赤
～赤紫に腫脹、ひりひり痛い、痛がゆい、かゆいな
どが一般的でひどくなると出血も見られます。

あかぎれ
　あかぎれは、水仕事、空気の乾燥や寒さにより
皮膚の水分・油分が奪われ、角質のひび割れを起
こした状態です。水をよく使う職業（主婦・美容師・
調理師など）では夏場でも起こりますが、冬期の寒

『 しもやけとあかぎれについて』

前田　武昌   外科医師　国保京丹波町病院
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しもやけ　
　皮膚の血流を良好にすることが第一で、急激な
皮膚の温度低下を予防することが基本です。つま
り、皮膚を寒風にさらさない、足の冷え予防、手洗
いや洗顔をした後水分をしっかりと拭き取る、汗
をかいた後も同様にしっかり拭き取るなどです。

あかぎれ
　皮膚の乾燥と冷え、皮膚の水分喪失を予防する
ことが第一です。外出時には手袋をはめたり、水仕
事時にはゴム手袋をしたりして対処します。

さと乾燥が冬場にあかぎれが多い理由です。症状
は皮膚角質層のひび割れで、痛みや出血を伴う場
合も多く見られます。
　発生部位はその原因により手指（皮脂腺が少な
くバリアー機能が弱い）に多く、またかかとにも発
生することがあります。

予防

どちらも保湿クリーム、ビタミンE軟膏やワセリ
ンを塗るなどの方法がありますので、近くの薬
局や皮膚科で相談してみてください。
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京丹波町の「安全・安心まちづくり」を支援している
関西大学社会安全学部の取り組みを随時お伝えします

ぼうさい甲子園で「ぼうさい大賞」受賞
大学部門でナンバーワンの座に！

　全国の小学校から大学までが参
加する、防災の取り組みの成果を
評価するコンテストで、京丹波町と
つながりの深い社会安全学部の近
藤ゼミが、大学部門で最優秀とな
る「ぼうさい大賞」に輝きました。
みなさんとのご縁を生かして、さら
なる飛躍を目指します！

　大阪府高槻市にある社会安全学
部に太田町長が来校されました。大
規模な「防災倉庫」や、本格的な実
験室、広 と々したゼミ室などを視察さ
れました。
　高橋智幸新学部長と固い握手を
交わす場面も（写真右下）。また、視
察の途中で、近藤ゼミのゼミ室も訪
問され、いっしょに「火の用心」のワ
ンカットを撮影しました。今後の共同
プロジェクトについて、意見交換もお
こないました。

太田町長が関西大学社会安全学部に
来校されました（2019.1.15）
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